
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の

お
知
ら
せ

※�

会
員
は
午
後
1
時
か
ら
通
常
総
会
、

一
般
の
方
は
午
後
2
時
か
ら
の
本
部

例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
30
年
6
月
17
日（
日
）

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

午
後
2
時
10
分
～
4
時
30
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治

癒
に
導
く 

未
来
の
医
学

「
Z
E
N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
」

　
　
　
　

講
師　

由
井　

寅
子 

氏

人
間
は
体
・
心
・
魂
の
三
位
一
体
の

存
在
で
あ
り
、
病
気
も
そ
れ
ぞ
れ
に
存

在
し
、
体
の
病
気
は
心
と
魂
の
病
気
や

医
原
病
か
ら
生
じ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
そ
こ
で
、
医
原
病
治
療
を
含
む
、

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

今
月
号
と
一
緒
に
正
会
員
、
維
持
会

員
に
は
通
常
総
会
出
欠
ハ
ガ
キ
（
＋
本

人
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
記
入
）、
ま
た

準
会
員
、
学
生
会
員
に
は
、
本
人
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
て
い
た
だ
く

ハ
ガ
キ
が
同
梱
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

双
方
と
も
6
月
12
日
（
火
）
ま
で
に
投

函
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

※�

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
頁
を
参
照
願
い
ま
す
。

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
療
す
る

ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
三
次
元
治
療
を
確
立

し
、
発
達
障
害
や
自
己
免
疫
疾
患
な
ど
、

現
代
の
難
病
の
治
癒
率
が
大
幅
に
向
上

し
ま
す
。

し
か
し
、
体
・
心
・
魂
の
問
題
を
認

識
し
、
意
識
的
に
生
き
方
・
考
え
方
を

変
え
な
い
と
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
で
治
癒

し
て
も
再
発
す
る
経
験
を
し
ま
す
。
ホ

メ
オ
パ
シ
ー
の
三
次
元
治
療
に
、
食
生

活
の
指
導
、
自
身
で
体
系
化
し
た
心
と

魂
の
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
癒
し
、
霊

性
学
を
統
合
し
た
Z
E
N
ホ
メ
オ
パ
シ

ー
へ
革
新
す
る
こ
と
で
、
更
な
る
治
癒

今
月
号
の
記
事

◎
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
27
回
全
国
大
会
の
発
表
者
募
集

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
5
月
、
6
月
、　

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
7
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
3
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

　

究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
29
年
9
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
二
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
二
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
一
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

　

究
分
科
会
の
報
告
Ⅱ

◎
ス
ピ
リ
ッ
ト
オ
ー
ブ
の
初
期
形
成
と

　

そ
の
中
身

率
の
向
上
と
永
続
的
な
健
康
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
本
発
祥
の
Z
E
N
ホ
メ
オ
パ

シ
ー
が
、
今
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
ホ

メ
オ
パ
シ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
日

は
、
自
己
治
癒
力
を
触
発
し
健
康
に
な

る
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
医
学
の
基
本
か
ら
、

Z
E
N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
解
説
、
Z
�E�

N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
に
よ
る
実
際
の
難
病

������������������������������������������������������������
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�
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�
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の
治
癒
症
例
を
映
像
を
交
え
、
分
か
り

や
す
く
解
説
致
し
ま
す
。

※
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
は
世
界
的
に
い
ろ
い

ろ
な
評
価
が
あ
り
ま
す
が
、
由
井
寅
子

先
生
は
「
Z
E
N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
」
を

長
年
、
研
究
・
普
及
さ
れ
て
お
り
、
実

績
に
基
づ
く
お
話
が
聞
け
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
、
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
由
井
寅
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

22
年
前
、
ド
イ
ツ
発
祥
の
伝
統
医

学
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
を
日
本
に
本
格
導

入
。
現
代
の
様
々
な
難
病
を
治
癒
に
導

く
Z‌

E‌

N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
は
、
今
、
世

界
の
ホ
メ
オ
パ
ス（
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
療

法
家
）
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
昨
年

は
、
欧
州
4
か
国（
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ

ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
）か
ら
招

聘
さ
れ
Z‌

E‌

N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
を
発
表
。

H
eritage

（
世
界
最
大
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
ジ

ャ
ー
ナ
ル
）国
際
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

ホ
メ
オ
パ
シ
ー
名
誉
博
士
。
日
本
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
財
団
理
事
長
。
日
本
豊
受
自

然
農
代
表
。

※�

五
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と
な
り
ま

す
。
ま
た
五
月
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

研
究
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
15
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
円
也　
　
　

佐
藤
千
恵
子　

様

金
四
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
二
万
円
也　
　
　

匿　

名　
　
　

様

金
一
万
五
千
円
也　

福
光　

康
彦　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
一
万
円
也　
　
　

岡
田
チ
ズ
ル　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
二
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

河
野　

明
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飯
見　

勇　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

寺
嶋　

崇
惠　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

大
髙
ゆ
う
こ　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
本　

清　
　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
続
き

今
回
会
員
全
員
に
ハ
ガ
キ
を
同
封
致

し
ま
し
た
が
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
こ

に
パ
ソ
コ
ン
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
携

帯
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
へ
の
登
録
希
望
の
可
否
を
記
入

し
て
返
送
願
い
ま
す
。

M
L（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
）と
は
?

日
本
サ
イ
科
学
会
の
事
務
局
も
含
め

た
会
員
同
士
の
情
報
交
換
の
仕
組
み
で

す
。本

人
の
希
望
に
よ
り
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス（
パ
ソ
コ
ン
用
、
携
帯
用
ど
ち
ら

で
も
）
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
ま
す
と（
手
続
き
は
事
務
局
が
行

い
ま
す
）、
M
L
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
が
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い「
サ
イ
」
関
係
の
情
報
＝
自
分

の
著
書
の
出
版
、
学
会
発
表
、
テ
レ
ビ

出
演
、
あ
る
い
は
他
の
サ
イ
関
係
の
学

会
・
研
究
会
の
予
告
、「
サ
イ
」
に
関
わ

る
旬
な
情
報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ

の
内
容
を
M
L
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
送
信
し
ま
す
と
、
瞬
時
に
Ｍ
Ｌ
に
登

録
さ
れ
て
い
る
会
員
全
員
に
そ
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

そ
の
情
報
に
対
し
て
の
、
返
信
も
同

じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
ま
す
と

全
員
に
読
ま
れ
ま
す
。

マ
ナ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
個
人
や
団

体
の
批
判
や
攻
撃
、
特
定
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
会
社
の
宣
伝
に
あ
た
る
も
の

は
お
控
え
願
い
ま
す
。
ま
た
、
添
付
フ

ァ
イ
ル
は
ウ
イ
ル
ス
が
潜
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
禁
止
と
な
り
ま
す
。

※
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
に
対
し
て
、
個
人
的
に

質
問
し
た
い
と
き
は
、
M
L
用
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な
く
、
日
本
サ
イ
科

学
会
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

offi
ce21@

psij.m
ail-box.ne.jp

に
返
信
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
27
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
8
日
（
祝
）
に
北

と
ぴ
あ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研

究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ
ー
マ
：

水
と
健
康
）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表

ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し
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く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、

発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
7
」
末
頁
の「
サ

イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を
よ
く
読

ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
30
年
7
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生

が
今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と

　
　
　
　

講
師　

清
水　

浦
安 

氏

　
　
　
　
　
　
　

愛
宕　

な
み 

氏

は
じ
め
ま
し
て
、
N
P
O
法
人
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
起
人
の

清
水
浦
安
で
す
。

講
演
日
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代

表
理
事
の
愛
宕
な
み
さ
ん
、
霊
人
中
村

天
風
先
生
と
共
に
、
宇
宙
創
造
の
ひ
と

し
ず
く「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
」
を
抱
く
ひ
と

と
し
て
、「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
」
に
心
を
合

わ
せ
て
生
き
る
意
味
と
そ
の
意
義
を
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

霊
人
中
村
天
風
先
生
か
ら
の
ご
挨
拶

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

「
日
本
サ
イ
科
学
会
の
会
員
諸
君
、
生

前
中
村
天
風
で
あ
り
ま
す
。

何
故
、
霊
人
と
な
っ
た
中
村
天
風
が

清
水
浦
安
君
に
天
界
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
続
け
て
い
る
か
、
そ
こ
ら
へ
ん

の
経
緯
と
、
天
界
で
は
こ
の
地
上
界
に

何
を
な
さ
ん
と
目
的
な
い
し
計
画
の
あ

ら
ま
し
を
天
風
な
り
の
話
を
い
た
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
な
! 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
ぞ
。」

※
清
水
浦
安
氏
は
、
ほ
っ
か
ほ
っ
か
弁

当
を
始
め
と
し
て
種
々
の
食
品
の
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
を
経
営
し
て
い

た
経
営
者
の
時
代
か
ら
、
中
村
天
風
先

生
ら
の
霊
的
な
指
導
を
受
け
て
、
平
成

15
年
全
て
の
事
業
を
清
算
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
活
動
に
至
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
経
緯

や
現
在
の
新
し
い
活
動
へ
の
想
い
を
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
話
も
興
味
深

く
面
白
い
語
り
口
の
方
な
の
で
、
会
員

の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し

て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
清
水
浦
安
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

N‌
P‌

O
法
人
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
起
人
。
91
年
、
自
己
の
内

よ
り
導
き
の
霊
人
の
声
が
聞
こ
え
る
よ

う
に
な
る
。
98
年
霊
人
中
村
天
風
氏
に

よ
る
霊
育
指
導
が
始
ま
る
。「
自
神（
ワ

ン
ド
ロ
ッ
プ
）
に
目
覚
め
、
自
神
（
ワ

ン
ド
ロ
ッ
プ
）
を
心
の
中
心
に
定
め
、

自
神
（
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
）
を
持
っ
て
生

き
て
い
く
こ
と
、
生
け
る
神
は
我
が
内

に
在
り
」
と
す
る
「
内
な
る
神
と
共
に

生
き
る
―
神
性
復
古
」
を
提
唱
し
て
い

る
。
著
書
に
『LILA

’S Gospel-

太
陽

の
福
音
書
』、『
こ
の
日
が
来
る
の
を
待

っ
て
い
た
―
初
め
て
地
球
人
に
な
る

日
』が
あ
る
。

◎
愛
宕
な
み
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

G
ood M

atch R
elationship by 

N
am

i A
tago A

gent

代
表
。
N‌

P‌

O

法
人
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
理
事
、『O

ne D
rop M

agazine

』

編
集
長
。
清
水
浦
安
氏
の
セ
ミ
ナ
ー
、

著
作
な
ど
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
他
、

良
縁
塾
を
通
し
、
人
の
意
識
の
向
上
に

取
り
組
み
、
神
性
復
古
運
動
を
軸
に
活

動
中
。
自
身
の
経
験
を
活
か
し
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た

N‌

P‌

O
法
人
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
月
刊
誌
『O

ne 
D
rop M

agazine

』
の
発
行
、
ワ
ン
ド

ロ
ッ
プ
聖
歌
隊
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
な

ど
、
多
く
の
人
の
覚
醒
の
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

音
楽
を
楽
し
む
と
は

～
音
響
工
学
者
と
し
て
、
そ
し
て

演
奏
家
と
し
て
～

　
　
　
　

講
師　

木
村　

陽
一 

様

日
時　

平
成
30
年
5
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

ス
タ
ジ
オ

※
今
月
か
ら
会
場
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

交
通　

�

地
下
鉄
谷
町
線
「
阿
倍
野
駅
」

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

霊
活
の
す
す
め

　
　
　
　

講
師　

徳
永　

康
夫 

氏

日
時　

平
成
30
年
6
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー　

 

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

�

地
下
鉄
谷
町
線
「
阿
倍
野
駅
」

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
7
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
30
年
5
月
13
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

演
題

「
怪
」
講
談
師
が
語
る
怪
談
の

世
界

　
　
　
　

講
師　

神
田　

山
緑 

氏

講
演
内
容

・
講
談
と
は

・
怪
談
の
物
語
の
説
明

・
霊
現
象
の
解
説

・
怪
談
を
読
ん
で
み
よ
う（
ワ
ー
ク
）

・
怪
談
一
席
披
露

◎
神
田
山
緑
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

25
歳
の
と
き
に
、
鹿
島
神
宮
で
神
秘

的
な
体
験
を
す
る
。
そ
れ
を
機
に
、
見

え
な
か
っ
た
世
界
が
見
え
る
よ
う
に
な

り
、
神
職
の
資
格
を
と
っ
た
次
の
日
に
、

講
談
師
神
田
す
み
れ
の
弟
子
に
な
る
。

怪
談
を
得
意
と
し
て
読
み
、
2

�
0
�1�

4
年
中
野
区
観
光
大
使
就
任
、
2

�
0
�1�

6
年
よ
り
N
H
K
カ
ル
チ
ャ
ー
講
師
、

2
0
1
8
年
3
月
真
打
昇
進
。

東
洋
大
学
・
清
泉
女
子
大
学
・
文
教

大
学
特
別
講
師
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
3
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

日
時　

平
成
30
年
8
月
4
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※�

参
加
者
は
出
生
デ
ー
タ
を
事
前
に
お

知
ら
せ
願
い
ま
す
。（
次
頁
参
照
）

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

E
S
P
の
原
理
と
E
S
P
能
力
の

養
成
＋
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
占
星
学
に

よ
る
個
人
の
未
来
運
診
断

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

E‌

S‌

P（ExtraSensory Perception�

：
超
感
覚
的
知
覚
）
は
テ
レ
パ
シ
ー
、

透
視
、
予
知
能
力
等
の
潜
在
意
識
に
お

け
る
受
信
能
力
に
な
り
ま
す
が
、
本
来

誰
で
も
持
っ
て
い
る
能
力
で
、
多
く
の

人
々
は
自
覚
し
て
い
な
い
だ
け
で
す
。

● ❹●



自
分
の
興
味
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
、

潜
在
意
識
で
捉
え
た
情
報
を
顕
在
意
識

に
何
故
上
げ
ら
れ
な
い
の
か
。
上
げ
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
実
例

を
挙
げ
な
が
ら
、
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

テ
レ
パ
シ
ー
、
透
視
能
力
に
つ
い
て

も
、
会
場
で
ゲ
ー
ム
形
式
で
コ
ツ
を
つ

か
み
な
が
ら
、
能
力
を
ア
ッ
プ
し
て
、

優
勝
者
も
決
め
ま
す
。

瀬
尾
が
考
案
し
た
チ
ャ
ー
ト
に
は
、

個
人
の
年
運
診
断
が
出
来
る
「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
P（
プ
ロ

グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
）」
が
あ
り
ま
す
が
、
当

日
こ
れ
を
一
人
ひ
と
り
お
渡
し
し
て
、

ま
ず
今
後
18
年
分
の
一
人
ひ
と
り
の
運

勢
の
波
を
診
断
し
ま
す
。

運
勢
の
波
の
下
が
っ
て
い
る
と
き
に

は
、
読
書
や
学
び
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等

情
報
や
体
力
を
努
力
蓄
積
す
る
時
期
で

あ
り
、
運
勢
の
波
の
上
が
っ
て
い
る
と

き
は
、
社
会
に
対
し
て
精
一
杯
自
己
表

現
、
表
に
出
て
行
動
・
活
動
す
る
時
期

と
な
り
ま
す
。

※
8
月
4
日（
土
）に
分
科
会
に
確
実
に

参
加
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
あ
る
い
は
F 

A
X
で
、「
自
分
の
お
名
前
」と
自
分
ま

た
は
年
運
を
診
断
し
て
ほ
し
い
人
一
人

の
出
生
デ
ー
タ「
お
名
前
、
お
名
前
の

読
み
方
、
生
年
月
日
、
出
生
時
刻（
あ

っ
た
方
が
よ
り
正
確
に
診
断
で
き
ま

す
）、
出
生
地（
病
院
等
の
住
所
→
○
○

県
○
○
市
○
○
町
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス

ト
）、」と「
自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
＋

電
話
番
号
」を
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

診
断
希
望
者
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
Ｐ
」
18
年
分
を
カ
ラ

ー
印
刷
し
て
当
日
お
渡
し
、
チ
ャ
ー
ト

の
見
方
の
解
説
を
致
し
ま
す
。

※�

今
後
の
生
活
に
大
い
に
役
立
つ
内
容

で
す
の
で
、
是
非
興
味
を
も
っ
た
会

員
の
皆
様
は
ご
参
加
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
9
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学

的
と
心
霊
的
、
そ
し
て
Ｓ
Ｗ
Ⅱ
に

つ
い
て
の
実
演

　
　
　
　

講
師　

石
川　

允
朗 

氏

長
生
き
と
テ
ロ
メ
ア
に
つ
い
て

1�

．
動
物
の
体
に
あ
る
細
胞
の
大
半
は
、

分
裂
で
き
る
回
数
に
限
り
が
あ
り
、

つ
ま
り
寿
命
が
あ
る
が
、
染
色
体
の

末
端
に
位
置
す
る
テ
ロ
メ
ア
と
呼
ば

れ
る
配
列
が
深
く
関
係
し
て
い
る
。

2�

．
細
胞
分
裂
で
は
、
ま
ず
D
N
A
が

複
製
さ
れ
、
そ
の
D
N
A
の
複
製
は

プ
ラ
イ
マ
ー（
断
片
配
列
）を
足
が
か

り
に
行
わ
れ
、
染
色
体
の
末
端
で
は

プ
ラ
イ
マ
ー
部
分
の
配
列
は
複
製
さ

れ
な
い
の
で
、
細
胞
分
裂
を
繰
り
返

す
ご
と
に
末
端
は
短
く
な
っ
て
い
く
。

3�

．
ヒ
ト
の
場
合
は
、T

T
A
GGG

と

い
う
配
列
が
約
1
万
塩
基
繰
り
返
さ

れ
て
い
て
、
細
胞
が
分
裂
す
る
と
染

色
体
の
末
端
の
テ
ロ
メ
ア
配
列
が
少

し
ず
つ
失
わ
れ
て
、
細
胞
の
寿
命
を

調
節
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

テ
ロ
メ
ア
D‌

N‌

A
が
5‌

0‌

0‌

0
塩
基

く
ら
い
に
な
る
と
、
細
胞
が
寿
命（
分

裂
寿
命
）
に
達
し
、
そ
れ
以
上
の
分

裂
は
起
き
な
い
。

4�
．
寿
命
に
達
し
な
く
て
も
、
細
胞
が

テ
ロ
メ
ア
の
長
さ
で
分
裂
時
計
の
進

行
を
感
知
す
る
こ
と
が
老
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
。

テ
ロ
メ
ア
に
つ
い
て

1�

．
テ
ロ
メ
ラ
ー
ゼ
活
性
は
細
胞
の
が

ん
化
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
正

常
な
細
胞
で
は
、
テ
ロ
メ
ア
が
あ
る

限
界
を
超
え
て
短
く
な
る
と
、
が
ん

抑
制
遺
伝
子
が
働
い
て
、
細
胞
分
裂

が
ス
ト
ッ
プ
す
る
。

　

�

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
が
ん
細
胞
で

は
テ
ロ
メ
ラ
ー
ゼ
が
活
性
化
さ
れ
、

細
胞
は
無
限
分
裂
寿
命
を
獲
得
し
、

増
殖
が
留
ま
ら
な
く
な
り
悪
化
す
る

こ
と
と
な
る
。

2�

．
個
体
の
老
化
や
細
胞
の
が
ん
化
と

テ
ロ
メ
ア
の
長
さ
に
は
密
接
な
関
係

が
あ
る
た
め
、
テ
ロ
メ
ラ
ー
ゼ
を
標

的
と
し
た
抗
が
ん
剤
の
開
発
や
、
細

胞
に
テ
ロ
メ
ラ
ー
ゼ
活
性
を
与
え
て

老
化
を
防
ぐ
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

3�

．
テ
ロ
メ
ア
の
長
さ
に
は
全
身
の
老

化
防
止
と
、
寿
命
を
延
ば
す
力
が
あ

る
と
し
て
、
米
国
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー

ン
博
士
が
発
表
。

4�

．
こ
の
長
短
は
、
物
事
の
と
ら
え
方

で
分
裂
ス
ピ
ー
ド
が
変
わ
り
、
ス
ト

レ
ス
が
多
く
な
る
と
分
裂
頻
度
が
高

ま
り
寿
命
を
縮
め
、
が
ん
リ
ス
ク
が

高
ま
る
の
と
他
の
疾
病
に
も
関
係
す
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る
と
さ
れ
る
。

5�
．
分
裂
速
度
を
遅
ら
せ
る
対
策
は
、

物
事
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
、
副

交
感
神
経
を
優
位
に
さ
せ
ス
ト
レ
ス

を
減
ら
す
こ
と
で
、
テ
ロ
メ
ア
の
長

さ
を
長
く
保
ち
老
化
予
防
と
な
る
。

瞑
想
に
つ
い
て

最
近
瞑
想
に
よ
り
、
が
ん
を
含
め
た

疾
病
と
か
、
う
つ
病
と
か
の
精
神
的
な

疾
患
、
そ
し
て
認
知
症
ま
で
も
改
善
す

る
と
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
研
究
が
さ
れ
て

い
る
。

1�

．
瞑
想
の
呼
び
方
も
、
い
く
つ
か
に

分
か
れ
て
い
て
、
座
禅
、
精
神
統
一
、

自
己
催
眠
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑

想
等
々
述
べ
ら
れ
る
。

2�

．
瞑
想
は
、
基
本
的
に
は
椅
子
に
座

る
と
か
座
禅
を
組
み
、
静
か
に
鼻
か

ら
呼
吸
を
す
る
だ
け
の
こ
と
で
、
一

般
的
に
は
30
分
前
後
で
十
分
と
思
わ

れ
る
。

3�

．
瞑
想
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
疾
病

等
の
改
善
が
み
ら
れ
て
い
る
。
イ
ス

ラ
エ
ル
の
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究

で
は
、
暝
想
が
認
知
症
の
予
防
や
抑

制
に
影
響
が
あ
り
、
又
脳
の
機
能
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い

る
。

　

�

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
研
究

途
上
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
軽
度

の
認
知
症
者
を
含
む
グ
ル
ー
プ
の
検

査
で
は
、
暝
想
に
よ
り
D
M
N
（
デ

フ
ォ
ル
ト
・
モ
ー
ド
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
と
感
情
・
記
憶
等
を
所
掌
す
る

海
馬
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
。

4�

．
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
研
究
チ

ー
ム
は
、
瞑
想
は
認
知
症
の
リ
ス
ク

を
低
下
す
る
の
に
効
果
的
で
あ
る
と

の
調
査
結
果
発
表
し
て
い
る
。

5�
．
U
C
L
A
脳
マ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
フ
ロ
リ
ア
ン
ク
ル
ト
氏
は
、
脳

の
大
脳
の
一
部（
灰
白
質
）の
病
変
は

病
気
、
遺
伝
的
要
素
が
影
響
し
て
い

る
が
、
瞑
想
が
脳
の
老
化
に
良
い
影

響
を
与
え
る
と
い
う
科
学
的
エ
ビ
デ

ン
ス
は
増
え
て
い
て
、
今
後
の
科
学

的
解
明
を
期
待
す
る
と
語
る
。

6�

．
人
が
ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
場
合
、

脳
内
の
視
床
下
部
が
脳
下
垂
体
を
刺

激
し
て
副
腎
皮
質
を
刺
激
し
、
副
腎

皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
一
種
で
あ
る
コ
ル

チ
ゾ
ー
ル
を
分
泌
す
る
。

　

�

こ
れ
は
ス
ト
レ
ス
に
対
抗
す
る
の
だ

が
、
常
に
ス
ト
レ
ス
刺
激
を
受
け
て

い
て
、
そ
れ
が
改
善
さ
れ
な
い
で
い

る
場
合
、
記
憶
、
感
情
を
司
っ
て
い

る
脳
内
の
海
馬
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
。

　

�

そ
れ
に
よ
り
、
思
考
の
低
下
、
う
つ

病
、
頭
痛
、
内
臓
障
害
、
不
眠
そ
し

て
自
律
神
経
失
調
の
症
状
を
含
め
た

免
疫
機
能
の
低
下
を
も
た
ら
す
だ
け

で
な
く
、
先
に
述
べ
た
が
ん
、
認
知

症
ま
て
発
症
さ
せ
、
さ
ら
に
は
症
状

の
悪
化
を
招
く
こ
と
と
な
る
と
述
べ

て
い
る
。

7�

．
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
研
究
で
は
、

暝
想
に
よ
り
脳
内
の
海
馬
の
回
復
を

図
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ

ら
の
症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
た
と
の

報
告
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
患
者
の
場

合
で
は
医
学
治
療
し
な
が
ら
の
瞑
想

療
法
は
、
好
結
果
と
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
慮
さ
れ
る
。

8�

．
江
戸
時
代
の
白
隠
禅
師
は
、
修
行

時
に
禅
病
（
結
核
と
も
い
う
）
に
罹

っ
た
が
、
軟
酥
の
法
（
内
観
法
）
に

よ
り
健
康
を
回
復
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
瞑
想
に
よ
る
と

理
解
し
た
い

9�
．
暝
想
す
る
こ
と
に
よ
り
、
副
交
感

神
経
が
優
位
と
な
り
、
ス
ト
レ
ス
に

よ
り
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
心
身
の
回

復
が
な
さ
れ
、恒
常
性
維
持
機
能（
ホ

メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
）
を
正
常
な
状
態

に
戻
す
だ
け
で
な
く
、
細
胞
の
老
化

抑
制
に
影
響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
る

テ
ロ
メ
ア
等
の
働
き
も
助
け
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
健
康
を
保
持
し
長
寿

が
可
能
と
な
る
か
ら
、
こ
の
分
野
も

健
康
、
長
寿
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か

ら
、
さ
ら
に
研
究
が
な
さ
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
つ
い
て

1�

．
従
来
、
座
禅
、
精
神
統
一
は
宗
教

的
要
素
が
強
く
、
何
も
考
え
ず
無
で

あ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て

き
て
い
る
。

　

�

新
し
く
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
と

し
て
、
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
広

ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
効
果
と
し
て

は
①
ス
ト
レ
ス
に
強
く
な
る
②
記

憶
力
が
高
ま
る
（
前
頭
前
野
を
調
整

さ
せ
、
海
馬
記
憶
の
整
理
を
行
う
）

③
発
想
、
想
像
力
の
ア
ッ
プ（
前
頭

前
野
の
活
性
化
）
④
う
つ
病
予
防
・

再
発
防
止
等
々
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

2�

．
ス
ト
レ
ス
を
、
人
が
受
け
る
と
脳

内
視
床
下
部
は
脳
下
垂
体
を
刺
激

し
、
副
腎
皮
質
刺
激
ホ
ル
モ
ン（
コ
ル

チ
ゾ
ー
ル
）を
分
泌
さ
せ
る
が
、
ス
ト

レ
ス
が
続
く
こ
と
で
海
馬（
記
憶
・

感
情
を
司
る
）に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、

思
考
停
止
、
う
つ
病
の
誘
発
、
免
疫
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機
能
の
低
下
、
高
血
圧
、
自
律
神
経

失
調
症
な
ど
を
引
き
起
こ
す
。

3�
．
こ
の
瞑
想
法
は
、
呼
吸
に
意
識
を

向
け
た
自
律
訓
練
法
的
な
瞑
想
と
捉

え
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
理
解

す
る
。

サ
ー
チ
ュ
イ
ン
遺
伝
子
活
性
化
に
よ
り

寿
命
の
延
長
化
を
図
る（
1
）

1�

．
サ
ー
チ
ュ
イ
ン
遺
伝
子
は
、
長
生

き
遺
伝
子
と
も
呼
ば
れ
、
こ
の
活
性

化
に
よ
り
生
物
の
寿
命
が
延
び
る
と

さ
れ
る
。

2�

．
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
合
成
さ

れ
る
タ
ン
パ
ク
質
が
D
N
A
結
合
に

作
用
し
、
遺
伝
的
調
節
を
行
う
こ
と

で
寿
命
を
延
ば
す
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

3�

．
細
胞
中
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
を
増

や
し
、
A
T
P
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

を
高
め
る
。

　

�

こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
1
9
9
9
年

に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
研
究

グ
ル
ー
プ
に
よ
り
な
さ
れ
た
。

　

�

こ
の
寿
命
延
命
効
果
は
否
定
論
も
あ

り
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

サ
ー
チ
ュ
イ
ン
遺
伝
子
活
性
化
に
よ
り

寿
命
の
延
長
化
を
図
る（
2
）

1�

．
飢
餓
、
食
事
の
30
%
カ
ロ
リ
ー
制

限
や
、
赤
ワ
イ
ン
中
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ

ー
ル（
レ
ス
ベ
ラ
ト
ロ
ー
ル
）に
よ
り
、

サ
ー
チ
ュ
イ
ン
遺
伝
子
が
活
性
化
さ

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

2�

．
延
命
以
外
に
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
、
動
脈
硬
化
、
心
不
全
、
肥
満
、

抗
が
ん
作
用
、
血
糖
値
の
低
下
等
に

も
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
効
果

が
な
い
と
も
言
わ
れ
る
。

3�

．
血
管
の
炎
症
を
抑
え
、
肝
臓
、
筋

肉
で
の
脂
肪
燃
焼
を
補
助
す
る
の
で
、

肥
満
に
も
効
果
的
で
あ
る
。

4�

．
こ
の
遺
伝
子
を
活
性
化
さ
せ
る
の

は
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
（
成
長
ホ

ル
モ
ン
）
が
内
臓
脂
肪
か
ら
分
泌
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
が
、
太
り
す
ぎ
る

と
逆
に
抑
制
さ
れ
て
出
な
く
な
る
の

で
、
内
臓
脂
肪
が
多
い
と
糖
尿
病
の

リ
ス
ク
が
7
～
9
倍
、
心
筋
梗
塞
や

脳
卒
中
の
リ
ス
ク
は
3
倍
に
な
る
と

い
わ
れ
る
。

時
間
治
療

1�

．
人
の
1
日
に
お
け
る
体
の
機
能
は
、

一
定
の
恒
常
性
を
保
ち
活
動
し
よ
う

と
す
る
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
そ
の
シ
ス

テ
ム
を
崩
す
と
ホ
ル
モ
ン
分
泌
バ
ラ

ン
ス
を
欠
き
、
疾
病
を
招
き
病
気
の

発
現
と
な
る
が
、
治
療
す
る
の
に
適

し
た
時
間
が
あ
る
と
共
立
薬
大
准
教

授
、
吉
山
友
二
氏
、
九
大
教
授
、
大

戸
茂
弘
氏
が
述
べ
て
い
る
。

2�

．
人
の
脳
に
は
、
視
床
下
部
の
視
交

叉
上
核
が
あ
り
、
こ
こ
で
、
1
日
の

体
内
時
計（
生
体
リ
ズ
ム
）を
作
り
出

し
て
い
る
が
、
本
来
の
体
内
時
計
は

24
時
間
で
は
な
く
25
時
間
で
の
リ
ズ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

3�

．
光
を
浴
び
る
こ
と
で
、メ
ラ
ト
ニ
ン

（
抗
酸
化
物
質
で
核
D
N
A
、
m

�
i
�t�

D
N
A
を
保
護
す
る
）が
調
整
さ
れ
、

体
内
時
計
を
24
時
間
に
調
節
す
る
。

※�
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
強
い
光
で
分
泌
量
は

減
少
し
、
不
規
則
生
活
で
も
分
泌
量

が
減
少
す
る
。
年
齢
と
共
に
減
少
す

る
の
で
、
睡
眠
時
間
が
減
少
す
る
。

「
S
W
Ⅱ
」と
は

1�

．
日
常
で
の
健
康
管
理
は
ど
う
か
。

そ
し
て
、
健
康
な
毎
日
を
送
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
と
の
疑
問
が

出
る
が
、
体
調
不
良
の
状
態
と
な
れ

ば
病
院
で
の
受
診
を
す
る
。

　

�

そ
の
時
の
、
病
院
等
で
の
精
密
検
査

で
は
M
R
I
、
C
T
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
等
々
の

器
機
で
検
査
と
な
る
が
、
自
宅
で
、

し
か
も
自
分
で
検
査
と
原
因
の
確
認

と
、
改
善
を
同
時
に
行
え
る
器
機
と

し
て
ロ
シ
ア
で
開
発
さ
れ
た
。

2�

．「N
ew

scan SW
2

」に
よ
る
サ
ウ
ン

ド
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
セ
ラ
ピ
ー
で
あ
り
、

医
療
業
界
と
か
多
く
の
方
に
も
利
用

さ
れ
て
い
る
。

3�

．
操
作
方
法
は
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を

装
着
し
、
体
の
各
部
位
の
特
定
の
周

波
数
、
例
え
ば
1
・
8
～
8
・
2
ヘ

ル
ツ
を
骨
伝
導
で
全
身
に
送
り
、
2

次
元
画
像
に
よ
り
自
分
の
体
調
の
良
、

不
良
の
部
分
を
示
し
、
直
後
に
そ
の

原
因
が
何
に
よ
る
の
か
、
そ
し
て
細

菌
・
ウ
イ
ル
ス
と
か
が
原
因
で
不
良

で
あ
れ
ば
、
そ
の
弱
体
化
と
自
分
の

細
胞
の
活
性
を
図
り
、
い
わ
ゆ
る
元

気
に
な
れ
る
と
い
う
器
機
で
あ
る
。

4�

．
さ
ら
に
、
現
在
自
分
が
気
づ
か
な
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い
恐
れ
と
か
、
願
望
の
心
理
状
況
も

確
認
で
き
る
こ
と
と
、
次
に
述
べ
る

疾
病
等
の
改
善
を
図
る
手
助
け
が
で

き
る
。

5�

．
自
分
で
健
康
管
理
が
出
来
る
だ
け

で
な
く
、
改
善
も
図
れ
る
よ
う
な
機

器
類
が
他
に
も
多
く
開
発
さ
れ
て
い

る
が
、「
S
W
Ⅱ
」
は
そ
の
一
つ
で

あ
る
。

「
S
W
Ⅱ
」
の
開
発
背
景
と
し
て
は
、

1
9
8
8
年
に
ロ
シ
ア
の
オ
ム
ス
ク
で
、

人
間
の
自
己
治
癒
力
、
恒
常
性
維
持
機

能（
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
）な
ど
、
人
間

が
本
来
持
っ
て
い
る
能
力
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
の
、
バ
イ
オ
共
鳴
診
断
・
治

療
の
研
究
と
し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
コ
ラ
・
テ
ス
ラ
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・

ク
ラ
ー
ド
ニ
、
ハ
ン
ス
・
イ
エ
ニ
ー
ら
の

研
究
が
基
礎
と
な
り
、「
S
W
Ⅱ
」
が
開

発
さ
れ
、
こ
れ
は
ロ
シ
ア
の
宇
宙
飛
行

士
の
健
康
管
理
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

※
こ
の
後
、
会
場
参
加
者
数
名
に
対
し

て
、「
S
W
Ⅱ
」
に
よ
る
診
断
・
改
善

が
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
二
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

空
海
さ
ま
と
七
福
神
が
隠
し
て

伝
え
た「
世
界
文
明
の
起
源
」

　
　
　
　

講
師　

上
森　

三
郎 

氏

と
き　

：
平
成
30
年
1
月
20
日

と
こ
ろ
：
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

上
森
三
郎
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
4
年
、
熊
本
県
芦
北
郡
芦
北

町
生
ま
れ
。
一
級
建
築
士
。
30
年
間
建

築
業
に
従
事
。
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

（
化
学
物
質
過
敏
症
）の
研
究
か
ら
、
水

の
活
性
化
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

突
き
止
め
、
流
体
を
活
性
化
す
る
ゼ
ロ

磁
場
発
生
装
置「
ネ
オ
ガ
イ
ア
」「
テ
ラ

フ
ァ
イ
ト
」を
開
発
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ

で
特
許
取
得
。
そ
の
他
に
も
多
数
の
特

許
を
取
得
す
る
発
明
家
で
も
あ
る
。
現

在
は
、
ゼ
ロ
磁
場
発
生
装
置
の
普
及
に

努
め
る
と
と
も
に
、
神
社
仏
閣
・
城
・

磐
座
等
の
探
索
に
よ
り
、
隠
さ
れ
た
古

代
史
を
解
明
し
、
兵
庫
県
中
央
部
の
埴

岡
の
里
の
重
要
性
を
世
界
に
発
信
す
る

活
動
を
続
け
て
い
る
。「
か
ご
め
か
ご

め
」を
つ
た
え
る
会
会
長
。

著
書
に『［
新
装
版
］
世
界
文
明
の

「
起
源
は
日
本
」
だ
っ
た
』、『
イ
ス
ラ
エ

ル
の「
元
つ
国
日
本
」に
ユ
ダ
ヤ
人
が
戻

っ
て
黙
る
』、『
秘
密N

IPPO
N

の《
超

建
国
》
裏
返
史
』、「
空
海
さ
ま
と
七
福

神
が
隠
し
て
伝
え
た『
世
界
文
明
の

起
源
』」（
い
ず
れ
も
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）、

D‌

V‌

D『
こ
の
日
本
に
地
上
絵
大
発

見
！
』が
あ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

空
海
様
は
わ
が
国
の
歴
史
の
真
実
を

全
て
知
っ
て
い
た
。
世
界
文
明
の
起
源

は
日
本
で
あ
る
。

私
が
神
様
と
空
海
様
か
ら
直
接
教
え

ら
れ
た
「
日
本
の
歴
史
」
で
は
モ
ー
セ

は
日
本
生
ま
れ
で
、
そ
の
墓
は
丹
後
半

島
に
あ
る
。

「
竹
野
神
社
」
の
軍
鶏
…
…
シ
ャ
モ

が
表
す
も
の
と
は
?

シ
ュ
メ
ー
ル
人
の
故
郷
は
兵
庫
県
・

神
河
町
だ
っ
た
。

「
駒
ケ
岩
」
か
ら
伸
び
る
「
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
最
期
の
地
」へ
の
ラ
イ
ン
。

先
人
達
が
造
形
し
た
巨
大
な
神
殿
～
埴

岡
の
里
と
八
幡
山
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
。

「
電
気
の
ま
ち
神
河
町
構
想
」
に
よ

っ
て
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
歴
史
的
遺
産

磁
石
は
真
北
を
指
し
て
は
い
な
い「
磁

気
偏
角
」と
い
う
現
象

市
川
の
7
本
の
川
と
「
生
命
の
樹
」

に
隠
さ
れ
た
真
実

今
も
生
き
続
け
て
い
る
空
海
様

輪
廻
の
レ
ー
ル
を
断
ち
切
り
任
務
の

全
て
に
か
け
た
空
海
様
の
信
念

空
海
様
の
秘
密
…
…
空
海
様
は
徳
島

県
で
生
ま
れ
た

四
国
八
十
八
ケ
所
の
謎　

奥
槍
戸
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
隠
さ
れ
て
い
た
ア
ー
ク

は
す
で
に
別
の
場
所
へ
…
…

等
比
数
列
の
図
形
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

位
置
を
教
え
た

ア
ー
ク
移
し
替
え
の
任
務
を
担
っ
た

「
チ
ー
ム
空
海
」
の
黒
幕
的
存
在
・
和

気
清
麻
呂

大
聖
寺
は
、
イ
エ
ス
と
マ
リ
ア
を
祀

っ
て
い
た

日
本
列
島
に
飛
ぶ
2
羽
の
雄
大
な「
折

鶴
」千

鶴
山
か
ら
見
え
た
イ
エ
ス
の
墓
と

卑
弥
呼
の
墓

七
種
山
「
金
剛
城
寺
」
を
通
し
て
見

え
て
く
る
空
海
様
の
時
代

長
安
に
残
さ
れ
た
御
霊
を
お
迎
え
に

西
安
へ

為
信
神
社
が
沈
黙
の
ま
ま
語
っ
て
い

る

● ❽●



7
本
目
の
「
黄
金
比
率
の
十
字
架
」

が
神
河
町
に
出
現
!

空
海
様
は
自
ら
の
亡
骸
さ
え
も
使
っ

て
隠
さ
れ
た
真
実
を
伝
え
て
い
る

七
福
神
と
は
日
本
の
礎
を
築
い
た
実

在
の
重
要
人
物
た
ち
だ
っ
た
!

道
教
の
聖
地
「
千
山
」
に
隠
さ
れ
た

歴
史
の
真
実

千
山
の
九
福
神
と
日
本
の
七
福
神

千
山
の
九
福
神
に
は
藤
原
鎌
足
の
祖

先
が
存
在
し
て
い
た

生
野
・
神
河
の
聖
地
の
丘
に
七
福
神

様
た
ち
は
眠
っ
て
い
る

空
海
様
は
イ
エ
ス
の
3
つ
の
陵
墓
の

重
心
に
九
福
神
の
宝
船
を
造
っ
て
祀
っ

た
隠
さ
れ
続
け
た
王
家
の
御
霊
を
賢
者

た
ち
は
祀
り
続
け
た

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
母「
マ
リ
ア
」

の
墓
は
岡
山
県
に
あ
っ
た

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
＝
按
靖
天
皇
＝
イ
エ

ス
の
長
男

イ
エ
ス
の
息
子
た
ち
と「
欠
史
八
代
」

の
墓マ

リ
ア
の
墓
の
発
見
へ
と
導
い
て
く

れ
た「
何
件
山
房
」

天
神
山
二
見
都
御
所
・
東
京
の
御
所

は
一
直
線
上
に
並
ぶ

天
神
山
と
日
蓮
宗
不
受
不
施
派

比
叡
山
延
暦
寺
で
祈
れ
ば
卑
弥
呼
と

イ
エ
ス
と
マ
リ
ア
に
つ
な
が
る

高
野
山
金
剛
峯
寺
金
堂
で
祈
れ
ば
、

和
気
清
麻
呂
と
卑
弥
呼
に
つ
な
が
る

延
暦
寺
で
胸
に
響
い
た
言
葉
「
常
不

軽
」空

海
様
は
最
澄
様
に
ア
ー
ク
の
場
所

を
告
げ
た

空
海
様
に
託
さ
れ
た
神
様
の
計
画
書

淡
路
島
の
勾
玉
山
と
琵
琶
湖
の
竹
生

島
と
の
関
係

曽
爾
の
亀
山
か
ら
生
野
の
大
亀
山
へ

の
霊
ラ
イ
ン

お
亀
池
の
伝
承
と
黄
金
の
財
宝

日
月
神
示
は
日
月
の
山
の
存
在
を
教

え
て
い
た

日
月
の
山
の
発
見
か
ら
一
気
に
謎
が

解
け
た

空
海
も
最
澄
も
偉
大
な
女
王
「
卑
弥

呼
」の
冥
福
を
祈
っ
て
い
た

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
最
期
の
地
も

教
え
て
い
た

麻
賀
多
神
社
と
（
日
月
の
山
）
の
謎

が
解
け
た
日
、
そ
れ
は
奇
し
く
も
卑
弥

呼
の
生
ま
れ
た
日
で
あ
っ
た
…

見
え
な
い
存
在
か
ら
降
ろ
さ
れ
る
指

示
、
も
は
や
偶
然
と
は
思
え
な
い
数
々

の
出
会
い
、
私
は
閃
い
た
図
形
を
一
心

不
乱
に
描
き
続
け
た
…
…
な
ん
と
そ
こ

か
ら
日
本
建
国
の
秘
密
、
つ
ま
り
世
界

の
秘
密
が
見
え
て
き
た
!

奇
妙
な
形
を
し
た
2
ピ
ー
ク
の
山
、

「
太
陽
と
三
日
月
の
よ
う
だ
…
…
」。
そ

れ
が
ま
さ
に（
日
月
の
山
）だ
っ
た

日
月
神
示
が
降
ろ
さ
れ
た
麻
賀
多
神

社
を
き
っ
か
け
に
（
日
月
の
山
）
を
発

見
…
…
そ
し
て
声
が
聞
こ
え
た
!　

　
　
　

「
富
士
山
」「
北
斗
七
星
」「
千
山
」
…
…

「
か
き
上
げ
よ
」

な
ん
と
麻
賀
多
神
社
は
日
月
の
山
に

向
け
て
建
て
ら
れ
て
い
た
の
だ
!

真
実
を
知
り
尽
く
し
た
が
た
め
に
歴

史
か
ら
抹
消
さ
れ
か
け
た
卑
弥
呼
、
世

界
の
平
和
を
深
く
祈
り
続
け
た
卑
弥
呼

の
存
在
を
常
に
感
じ
な
が
ら
冥
福
を
祈

っ
て
い
た
空
海
…
…
そ
の
声
を
今
に
伝

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

卑
弥
呼
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
墓

守
を
し
、
そ
の
思
い
を
空
海
や
最
澄
、

そ
し
て
戦
国
武
将
た
ち
ま
で
も
が
守
り

通
し
て
き
た
!

こ
の
国
の
礎
を
築
い
た
王
家
の
人
た

ち
を
手
厚
く
祀
ら
な
く
て
は
、
こ
の
国

が
心
豊
か
な
国
に
な
る
は
ず
が
な
い
！

七
福
神
の
本
当
の
墓
は
生
野
・
神
河

の
聖
地
の
丘
に
あ
る
!

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
十
字
架
に
か

け
ら
れ
た
後
、
死
ぬ
こ
と
な
く
日
本
へ

…
…
そ
し
て
剣
山
の
雄
大
な
大
地
で
静

養
さ
れ
た
の
だ
っ
た
!

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
陵
墓
が
荒
ら

さ
れ
隠
蔽
さ
れ
て
は
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
こ
と
に
な
る

歴
史
の
重
大
な
真
実
を
、
先
ず
は
知

る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会
員

24
名
、
新
規
参
加
者
6
名
計
42
名
で
し

た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
四
二
五
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

た
ま
し
い
、
こ
こ
ろ
、
か
ら
だ

が
喜
ぶ
瞑
想
の
お
話

　
　
　

講
師　

上
田　

サ
ト
シ 

氏

と
き　

：
平
成
30
年
2
月
17
日（
土
）

と
こ
ろ
：
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

上
田
サ
ト
シ
氏
経
歴

一
般
社
団
法
人
シ
ャ
ス
タ
ヒ
ー
リ
ン
グ

協
会  

代
表
理
事
、
米
国
B
P
I
透
視

能
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
卒
業
生
、
米
国
B
�P�

I
ス
ピ
リ
チ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ド
ワ
イ
フ

修
了（
魂
の
助
産
師
）。

・
武
蔵
野
美
術
短
期
大
学
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
科
卒

・
ハ
ワ
イ
州
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
大
学

に
進
学
。
聖
書
や
祈
り
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ
。

・
卒
業
後
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に

あ
る
世
界
一
の
超
能
力
開
発
学
校
、

B
P
I（
バ
ー
ク
レ
ー
・
サ
イ
キ
ッ
ク
・

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
）に
て
10
年
近
く

学
び
、
瞑
想
、
透
視
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
チ

ャ
ネ
リ
ン
グ
、
魂
の
助
産
師
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
修
得
、
後
輩
の
育
成
に
も

携
わ
る
。

・
北
加
州
の
シ
ャ
ス
タ
山
に
は
40
回
以

上
訪
れ
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン

の
ス
エ
ッ
ト
ロ
ッ
ジ
の
儀
式
に
参
加

し
、
目
に
見
え
な
い
様
々
な
大
切
な
事

柄
を
学
ぶ
。

・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
て
ウ
ェ
ブ

ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
就
労

・
20
年
以
上
の
在
米
生
活
を
経
て
、
8

年
前
に
帰
国
し
大
阪
に
て
「
ヒ
ー
リ
ン

グ
教
室
シ
ャ
ス
タ
」
を
設
立
。
現
在
は

大
阪
や
東
京
な
ど
で
瞑
想
、
心
の
あ
り

方
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
る
。

・
池
川
明
医
学
博
士
と
の
「
胎
内
記
憶

を
思
い
出
す
瞑
想
講
演
会
」
が
好
評

で
、
こ
れ
ま
で
何
回
も
コ
ラ
ボ
講
演
会

を
開
催
し
て
お
り
、
共
著
で
「
た
ま
し

い
の
や
く
そ
く
」（
セ
ン
ジ
ュ
出
版
）
を

2
0
1
6
年
に
出
版
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://shastahealing.com

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

「
た
ま
し
い
、
こ
こ
ろ
、
か
ら
だ
」
の

秘
密
を
瞑
想
で
解
き
明
か
す

『
日
本
で
瞑
想
ク
ラ
ス
を
は
じ
め
て
…
』

ア
メ
リ
カ
に
あ
る
サ
イ
キ
ッ
ク
学
校

の
B
P
I（
バ
ー
ク
レ
ー
・
サ
イ
キ
ッ

ク
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
）で
瞑
想
や

ヒ
ー
リ
ン
グ
を
教
え
て
い
た
時
に『
日
本

人
に
瞑
想
を
教
え
た
い
』
と
思
い
、
20

年
以
上
暮
ら
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
か
ら

日
本
へ
帰
国
し
て
8
年
が
経
ち
ま
し
た
。

帰
国
後
に
大
阪
天
王
寺
で
は
じ
め
た

「
瞑
想
ク
ラ
ス
」
も
8
年
目
、
東
京
の

瞑
想
ク
ラ
ス
も
今
年
で
6
年
目
に
な
り

ま
す
。

ク
ラ
ス
は
、
盛
岡
、
東
京
、
静
岡
、

名
古
屋
、
大
阪
な
ど
遠
方
か
ら
通
っ
て

き
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
し
て
、
皆
さ

ん
の
「
人
間
の
生
き
方
を
学
び
た
い
。

た
ま
し
い
を
高
め
た
い
。
こ
こ
ろ
を
成

長
さ
せ
た
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
や

情
熱
を
感
じ
ま
す
。

「
こ
ん
な
歳
に
な
っ
て
、
心
を
成
長
さ

せ
る
よ
う
な
事
、
誰
も
教
え
て
く
れ
な

い
」

「
生
き
る
と
い
う
事
の
根
本
的
な
事
、

日
々
の
生
活
に
直
結
す
る
事
を
学
ん
で

い
る
」

そ
ん
な
ふ
う
に
言
っ
て
く
だ
さ
る
方

は
、
き
っ
と
ク
ラ
ス
に
参
加
し
て
い
て

充
実
感
が
あ
っ
て
、
瞑
想
が
楽
し
く
て

続
け
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
気
に
入
っ
て
無
か
っ
た
ら
、
月
に
1

回
で
も
、
ク
ラ
ス
に
来
る
っ
て
事
は
絶

対
に
無
い
。
だ
か
ら
ど
こ
か
で
『
こ
れ

は
大
切
で
必
要
だ
』
と
思
っ
て
い
る
に

違
い
な
い
ん
だ
け
ど
、
そ
の
大
切
な
事

っ
て
は
っ
き
り
と
解
ら
な
く
て
言
葉
に

出
来
な
い
」

そ
ん
な
ふ
う
に
言
っ
て
く
だ
さ
る
生

徒
さ
ん
か
ら
は
、
言
葉
に
出
来
な
い
大

切
な
も
の
を
、
自
分
の
こ
こ
ろ
の
中
に

探
し
て
言
葉
に
し
よ
う
と
模
索
し
て
い

る
の
を
感
じ
ま
す
。

『
瞑
想
を
す
る
目
的
と
は
』

瞑
想
し
て
い
る
時
は
、
基
本
的
に
目

を
瞑
り
ま
す
。
瞑
想
の
リ
ー
ド
と
い
っ

て
、
僕
が
言
葉
で
指
示
を
す
る
時
も
あ

り
ま
す
が
、
一
人
で
す
る
時
は
基
本
的

に
無
言
、
無
音
で
す
。

　
「
何
を
目
的
に
瞑
想
を
す
る
の
か
？
」

と
聞
か
れ
た
ら
、「
自
分
自
身
と
向
き

合
い
、
成
長
さ
せ
る
た
め
」
と
い
う
の

が
答
え
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
個
々

に
よ
っ
て
成
長
の
度
合
い
は
ま
ち
ま
ち

で
、
そ
も
そ
も
成
長
し
て
い
る
か
ど
う

か
は
本
人
の
主
観
的
な
考
え
で
す
。

「
た
ま
し
い
や
こ
こ
ろ
を
成
長
さ
せ

る
と
言
っ
て
も
、
言
葉
が
ほ
と
ん
ど
無

い
状
態
で
、
だ
い
た
い
何
が
ど
ん
な
ふ

う
に
成
長
す
る
の
か
?
」
そ
ん
な
疑
問

を
持
つ
人
も
い
ま
す
。
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結
局
の
と
こ
ろ
「
瞑
想
と
は
、
た
ま

し
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。
言
葉
だ
け
で
は
伝
わ

ら
な
い
、
そ
し
て
言
葉
で
は
伝
わ
ら
な

い
た
ま
し
い
の
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
想

い
を
知
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
方
法
。
そ
れ
が
瞑
想
を
し
て
い
る

時
に
起
き
て
い
る
の
で
す
。

「
大
切
な
事
は
目
に
見
え
な
い
」

こ
れ
は
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ド
・
サ

ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の「
星
の
王
子
様
」

の
言
葉
で
す
が
、「
人
間
の
本
質
と
は
、

身
体
や
お
金
と
い
っ
た
目
に
見
え
る
も

の
だ
け
で
は
無
い
」の
で
す
。

『
た
ま
し
い
、
こ
こ
ろ
、
か
ら
だ　

の

三
要
素
』

「
た
ま
し
い
、
こ
こ
ろ
、
か
ら
だ
」

昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の

3
つ
が
人
間
を
構
成
し
て
い
て
、
こ
れ

ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
事
に
よ
っ
て
、

幸
せ
に
生
き
る
事
が
出
来
る
の
で
す
。

「
た
ま
し
い
が
、
こ
ん
な
ふ
う
に
生

き
た
い
」
と
思
い
、「
こ
こ
ろ
が
喜
ん

だ
り
悲
し
ん
だ
り
」し
て
、
そ
し
て「
か

ら
だ
は
言
葉
や
行
動
を
通
し
て
、
人
と

繋
が
っ
て
幸
せ
に
な
る
た
め
に
」
あ
る

の
で
す
。

木
は
動
く
事
が
出
来
な
い
け
ど
、
私

た
ち
人
間
は
、
歩
い
て
誰
か
に
会
っ
て
、

話
を
し
て
握
手
を
し
た
り
ハ
グ
し
た
り
、

人
と
繋
が
る
事
が
出
来
ま
す
。
こ
こ
ろ

は
人
と
繋
が
っ
て
、
喜
ん
だ
り
、
悲
し

ん
だ
り
、
苦
し
ん
だ
り
し
ま
す
。
そ
し

て
こ
こ
ろ
で
感
じ
た
事
は
、
か
ら
だ
に

影
響
を
与
え
、
た
ま
し
い
に
感
覚
が
伝

わ
り
ま
す
。

た
ま
し
い
は
「
自
分
は
、
こ
ん
な
ふ

う
に
感
じ
て
嬉
し
い
。
苦
し
い
。
本
当

は
こ
う
生
き
た
い
」
と
思
い
、
生
き
る

喜
び
を
感
じ
、
そ
ん
な
生
き
方
が
出
来

な
い
時
に
苦
し
む
の
で
す
。

そ
う
い
っ
た「
た
ま
し
い
、
こ
こ
ろ
、

か
ら
だ
」
の
3
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

り
を
知
っ
て
、
自
分
自
身
の
行
動
パ
タ

ー
ン
や
考
え
方
を
分
析
す
る
と
、
自
分

自
身
を
知
る
の
に
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。

『
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ミ
ッ
ド
ワ
イ
フ（
た

ま
し
い
の
助
産
師
）の
役
割
』

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ミ
ッ
ド
ワ
イ

フ
（
た
ま
し
い
の
助
産
師
）」
と
い
う
目

に
見
え
な
い
側
面
か
ら
、
妊
婦
さ
ん
や

胎
児
な
ど
の
出
産
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト

す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

目
に
見
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー（
気
）の

流
れ
、
抱
え
て
い
る
感
情
な
ど
を「
オ

ー
ラ
、
こ
こ
ろ
」
の
中
に
透
視
し
て
、

様
々
な
症
状
の
原
因
や
理
由
を
見
つ
け

て
い
く
の
で
す
が
、
多
く
の
場
合
は
自

分
だ
け
の
感
情
と
い
う
よ
り
は
周
囲
や

家
族
の
人
た
ち
の
影
響
が
多
い
の
で
す
。

講
演
会
で
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ミ
ッ
ド
ワ
イ
フ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

妊
婦
さ
ん
や
妊
活
中
の
女
性
の
方
を

「
オ
ー
ラ
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
さ
せ
て
頂
い

た
時
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
や
結
果
が
あ

っ
た
の
か
を
発
表
、
そ
し
て
実
際
に
5

分
間
ぐ
ら
い
の
デ
モ
で
妊
活
中
の
女
性

を
ヒ
ー
リ
ン
グ
さ
せ
て
頂
き
、
ど
の
よ

う
な
変
化
が
あ
る
の
か
を
実
際
に
見
て

頂
き
ま
し
た
。

「
オ
ー
ラ
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
を
す
る
時

は
、
彼
女
た
ち
の
オ
ー
ラ
の
中
に
あ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
て
い
き
ま
す
。
自
分

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
相
手
に
合
わ
せ
て
、

小
さ
い
頃
か
ら
抱
え
て
い
た
色
々
な
ス

ト
レ
ス
な
ど
を
調
整
し
て
い
く
の
で
す
。

す
る
と
、
オ
ー
ラ
の
中
の
空
間
が
広
が

り
、
気
持
ち
に
余
裕
が
出
て
き
て
、
結

果
と
し
て
喉
や
身
体
も
楽
に
な
り
、
息

も
深
く
吸
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
母
親
の
身
体
は
、
赤
ち

ゃ
ん
を
受
け
入
れ
る
準
備
が
出
来
て
く

る
の
で
す
。

デ
モ
を
受
け
ら
れ
た
方
も
、
ヒ
ー
リ

ン
グ
の
前
は
不
安
な
感
じ
だ
っ
た
の
が
、

終
わ
っ
た
後
で
は
顔
つ
き
や
姿
勢
が
変

化
し
全
体
的
な
雰
囲
気
が
明
る
い
感
じ

に
な
り
、
体
温
も
上
が
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

「
あ
な
た
に
此
処
に
い
て
欲
し
い
」

そ
ん
な
ふ
う
に
赤
ち
ゃ
ん
や
子
供
を
信

じ
る
時
、
お
母
さ
ん
や
信
じ
る
人
の
気

持
ち
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
生
き
る
チ
カ
ラ

と
な
り
サ
ポ
ー
ト
と
な
る
の
で
す
。

『
あ
な
た
に
此
処
に
い
て
欲
し
い　

と

い
う
大
切
な
気
持
ち
』

こ
れ
ま
で
各
地
で
瞑
想
や
ヒ
ー
リ
ン

グ
を
通
し
て
、
発
達
障
が
い
や
ダ
ウ
ン

症
な
ど
の
子
ど
も
や
親
た
ち
へ
の
サ
ポ

ー
ト
「
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
い
う
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
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が
、
そ
こ
で
見
せ
る
子
供
た
ち
や
大
人

た
ち
の
変
化
も
著
し
い
も
の
で
し
た
。

「
子
ど
も
の
顔
つ
き
が
あ
き
ら
か
に
変

化
し
、
嬉
し
く
て
、
嬉
し
く
て
、
今
ま

で
諦
め
な
い
で
良
か
っ
た
」「
何
か
よ
く

わ
か
ら
な
い
け
ど
、
確
か
に
変
わ
っ
た
。

何
か
が
は
ず
れ
た
。
言
葉
の
数
、
歩
き

方
、
目
線
、
仕
草
、
等
々
。
同
じ
子
供

な
の
？
と
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま

る
で
内
側
に
潜
ん
で
い
た
も
の
が
一
気

に
出
て
く
る
よ
う
で
し
た
」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
、
そ
ん
な
ふ
う
に
お
母
さ

ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
の
は
、
と
て
も

嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

瞑
想
を
通
し
て
こ
こ
ろ
の
内
面
を
整

理
し
て
、
た
ま
し
い
の
声
を
聞
い
て
、

自
分
自
身
の
深
い
処
と
対
話
し
て
い
く
。

す
る
と
不
思
議
と
親
子
の
こ
こ
ろ
が
穏

や
か
に
な
り
、
落
ち
着
き
が
な
か
っ
た

子
供
た
ち
も
穏
や
か
に
な
り
、
家
族
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
良
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
子
ど
も
の
可
能
性
を
信

じ
て
あ
げ
る
と
、
子
ど
も
達
は
前
向
き

に
未
来
を
見
て
、
力
強
く
可
能
性
の
扉

を
開
い
て
い
く
の
で
す
。

出
来
な
か
っ
た
事
が
少
し
ず
つ
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
ん
な
少
し
の
変

化
を
み
ん
な
で
喜
ん
で
、
幸
せ
な
家
庭

と
な
っ
て
い
っ
た
。
沢
山
の
ご
家
族
の

方
か
ら
、
そ
ん
な
ふ
う
に
幸
せ
に
な
っ

た
と
い
う
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
あ
な
た
に
此
処
に
い
て
欲
し
い
」

と
信
じ
て
思
う
気
持
ち
が
子
供
た
ち
に

伝
わ
る
と
、
子
供
た
ち
は
生
き
る
力
が

強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
は
ま
だ
産
ま
れ
て
い
な
い
胎
児

や
、
妊
娠
す
る
前
の
た
ま
し
い
だ
け
の

存
在
で
も
同
じ
な
の
で
す
。

妊
活
さ
れ
て
い
る
方
が
、
講
演
会
や

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
」に
来
ら
れ
る
時
が
あ
り
ま
す
。

講
演
会
に
来
て
話
を
聞
い
て
、
あ
る

い
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
て
、
赤

ち
ゃ
ん
を
授
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
あ
る
い
は
授
か

ら
な
い
と
言
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
環
境
な
の
に
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
経
緯
や
結
果
が
出
て
く
る

と
い
う
の
は
、
興
味
深
く
も
あ
り
、
考

え
さ
せ
ら
れ
人
間
の
人
智
を
超
え
た
何

か
を
感
じ
ま
す
。

人
は
独
り
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

生
き
て
い
る
人
や
先
立
た
れ
た
家
族
の

思
い
を
受
け
止
め
て
、
こ
こ
ろ
が
繋
が

っ
て
、
前
向
き
に
生
き
る
事
が
出
来
る

の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
い
っ
た

思
い
に
縛
ら
れ
て
、
自
分
の
思
い
が
何

な
の
か
解
ら
な
く
な
っ
た
り
迷
っ
た
り

し
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
す
。

『
命
が
宿
る
瞬
間
』

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
さ
せ
て
頂
く
時

は
、「
透
視
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
と
い
っ
て
、

そ
う
い
っ
た
そ
の
方
を
取
り
巻
く
様
々

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
見
て
動
か
し
て
い
き
ま

す
。
抱
え
て
い
る
様
々
な
感
情
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
動
か
す
事
で
、
新
し
い
い
の

ち
が
入
っ
て
き
や
す
い
ス
ペ
ー
ス
が
出

来
て
き
て
、
新
し
い
流
れ
が
作
ら
れ
る

の
で
す
。

「
動
い
た
」
と
感
じ
た
時
は
、
そ
の
方

に
光
が
降
り
て
き
て「
こ
れ
は
新
し
い

い
の
ち
が
降
り
て
き
た
」
と
感
じ
ま
す
。

し
か
し
い
の
ち
が
降
り
て
き
て
も
、
気

持
ち
の
中
に
跳
ね
返
す
よ
う
な
思
い
が

あ
る
と
身
体
の
中
に
入
っ
て
い
か
な
い

の
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
る
時
と
い
う
の
は
、

神
秘
的
で
、
人
間
の
知
識
を
超
え
て
い

て
、
理
解
出
来
な
い
事
が
多
い
で
す
。

そ
し
て「
人
間
と
は
?
」と
い
う
疑
問
の

答
え
が「
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
」の
裏
に
隠
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

僕
は
、
そ
の
神
秘
性
に
惹
か
れ
て「
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ミ
ッ
ド
ワ
イ
フ
」の
活

動
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

『
本
当
に
大
切
な
こ
と
は
目
に
み
え
な

い
』そ

の
よ
う
な
活
動
を
経
て
最
近
は
、

「
ハ
ウ
ス
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
や
「
メ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い

う
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

身
体
を
流
れ
る
気
が
変
わ
っ
て
い
く

時
、
様
々
な
事
が
お
き
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
中
に
閉
じ
込
め
て
い
た
ス

ト
レ
ス
が
外
に
出
よ
う
と
し
て
、
意
味

も
わ
か
ら
ず
に
涙
が
流
れ
た
り
、
偶
然

に
意
味
が
あ
る
出
会
い
が
あ
っ
た
り
し

ま
す
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
「
ハ
ウ
ス
・
ヒ

ー
リ
ン
グ
」
で
は
、
家
、
オ
フ
ィ
ス
、

店
舗
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
幼
児
教
室
な
ど

の
空
間
に
残
っ
て
い
る
思
い
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
人
間
の
身
体
の
よ
う
に
捉
え
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

「
ト
イ
レ
が
壊
れ
た
」

オ
フ
ィ
ス
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
施
術
後
に

そ
う
言
わ
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。
そ
の

後
ト
イ
レ
を
全
面
改
修
し
て
職
場
環
境

が
良
く
な
り
、
結
果
と
し
て
従
業
員
の

方
々
が
と
て
も
喜
ん
で
団
結
出
来
る
よ
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う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ヒ
ー
リ
ン
グ
後
に
退
職
が
続
き
、
従

業
員
が
総
入
れ
替
え
に
な
っ
た
と
い
う

お
話
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
結
果
と
し
て
、
そ
の
後
は
と
て
も
良

い
方
々
が
働
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
報
告
も
受
け
ま
し
た
。

「
ヒ
ー
リ
ン
グ
」の
後
に
は
様
々
な
事

が
お
き
る
の
で
す
が
、
良
く
な
い
と
思

わ
れ
る
事
で
も
、
そ
の
後
の
結
果
と
し

て
良
く
な
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。
全
て

は「
た
ま
し
い
、
こ
こ
ろ
、
か
ら
だ
」
と

い
う
順
に
変
化
が
現
れ
て
く
る
の
で
す
。

「
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
は
、「
た
ま
し
い
、
こ
こ
ろ
、
か
ら

だ
」
の
関
係
を
実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
の
現

場
で
役
立
て
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
透
視
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
筋

肉
や
か
ら
だ
の
動
き
を
調
整
し
て
い
く

と
い
う
画
期
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
で

す
。

「
大
切
な
事
は
目
に
見
え
な
い
」

こ
れ
か
ら
も
瞑
想
や
ヒ
ー
リ
ン
グ
と

い
う
目
に
見
え
な
い
大
切
な
事
柄
を
目

に
見
え
る
形
に
し
て
い
き
、
社
会
に
貢

献
出
来
る
事
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
皆

さ
ん
も
是
非
、
瞑
想
を
通
し
て
「
こ
こ

ろ
」
を
整
え
て
、「
か
ら
だ
」
や
目
に
見

え
る
も
の
が
整
っ
て
幸
せ
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非
会
員

12
名
、
初
参
加
者
23
名
、
計
48
名
で
し

た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
1
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会
報
告
Ⅱ

波
動
占
星
学
と
運
命
創
造
曼
荼
羅

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

12
星
座
占
い
の
続
き
で
す
。

★
太
陽
☉
が
天
秤
座
♎
に
あ
る
人

　
　
（
9
・
23
～
10
・
23
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
公
平
な
判
断

力
と
優
雅
で
礼
儀
正
し
く
て
社
交
的
な

性
格
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
和
を

愛
し
、
調
和
を
尊
ぶ
の
で
、
会
議
や
グ

ル
ー
プ
活
動
で
の
議
長
や
調
停
役
に
向

い
て
い
ま
す
。
裁
判
官
を
目
指
す
人
も

い
ま
す
。

・
仲
間
を
つ
く
り
、
人
々
と
親
し
み
、

明
る
く
愉
快
な
雰
囲
気
に
接
す
る
こ
と

に
無
上
の
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
従
っ
て

パ
ー
テ
ィ
ー
等
も
大
好
き
で
す
。

・
恋
愛
に
も
積
極
的
な
方
が
多
く
、
容

姿
に
恵
ま
れ
た
り
人
当
た
り
が
良
か
っ

た
り
で
結
構
も
て
て
、
そ
こ
か
ら
成
功

の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
方
も
い
ま
す
。

優
れ
た
審
美
眼
に
恵
ま
れ
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
美
術
、
芸
術
方
面
で
才
能
を
発

揮
し
た
り
、
作
家
を
目
指
す
人
も
多
い

よ
う
で
す
。

・
安
楽
な
道
を
求
め
て
怠
惰
に
な
っ
た

り
、
優
柔
不
断
で
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
病
種
は
、
糖
尿
病
等
腎
臓
の
病
気
、

腰
痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

★
太
陽
☉
が
蠍
座
♏
に
あ
る
人

　
　
（
10
・
24
～
11
・
21
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
強
い
意
志
と

深
刻
な
情
緒
を
内
に
秘
め
、
大
望
を
も

っ
て
精
力
的
に
活
動
し
ま
す
。
普
段
は

無
口
で
す
が
、
物
事
の
真
相
や
人
の
心

理
を
見
抜
く
洞
察
力
を
与
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
何
と
な
く
人
を
惹
き
つ
け
る
陰

の
あ
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

・
我
慢
強
く
一
度
信
じ
た
相
手
、
愛
し

た
相
手
に
は
、
と
こ
と
ん
尽
く
す
ほ
う

で
し
ょ
う
。
感
情
の
起
伏
は
激
し
い
で

す
が
、
自
制
心
も
強
い
方
で
す
。

・
愛
憎
の
念
が
人
一
倍
強
く
、
執
着
心

や
裏
切
ら
れ
た
後
の
怨
念
も
強
烈
で

す
。
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
番
強
い
星

座
で
、
闘
い
に
な
っ
て
も
最
後
に
は
勝

利
を
勝
ち
取
る
で
し
ょ
う
。

・
人
に
心
の
内
面
を
見
せ
な
い
こ
と
で

誤
解
さ
れ
た
り
し
な
い
た
め
の
努
力

や
、
強
い
執
着
心
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方

面
に
向
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
病
種
は
、
便
秘
や
生
殖
器
の
病
気
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

★
太
陽
☉
が
射
手
座
♐
に
あ
る
人

　
　
（
11
・
22
～
12
・
21
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
知
識
欲
・
好

奇
心
と
冒
険
心
・
探
求
心
に
恵
ま
れ
、

宗
教
・
哲
学
や
高
尚
な
学
問
に
向
か
う

面
と
、
自
由
と
快
楽
を
求
め
て
恋
愛
や

旅
行
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
等
奔
放
に

行
動
す
る
野
性
味
の
二
面
性
が
あ
り
ま

す
。

・
広
い
視
野
と
鋭
い
直
感
力
と
語
学
力
、

情
熱
を
学
問
や
実
業
に
向
け
れ
ば
、
大

き
な
成
功
を
得
ら
れ
ま
す
。
海
外
指
向

●� ●



も
強
く
、
若
い
頃
放
浪
の
旅
に
出
た
り
、

大
人
に
な
っ
て
も
海
外
で
暮
ら
す
人
、

ま
た
は
海
外
と
関
わ
る
仕
事
を
す
る
人

の
割
合
も
多
い
ほ
う
で
し
ょ
う
。

・
命
令
や
束
縛
が
大
嫌
い
で
、
組
織
を

飛
び
出
す
人
も
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
・

娯
楽
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
（
競
馬
等
）
に
も

積
極
的
で
す
。
語
学
・
弁
舌
も
巧
み
な

ほ
う
で
、
通
訳
、
弁
護
士
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
、
起
業
家
に
も
向
い
て
お
り
ま
す
。

・
注
意
点
は
、
率
直
で
正
義
感
あ
ふ
れ

る
人
柄
が
、
と
も
す
る
と
無
遠
慮
で
ぶ

っ
き
ら
ぼ
う
に
見
ら
れ
が
ち
な
の
で
、

自
己
統
制
能
力
を
養
う
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
す
。

・
病
種
は
、
肝
臓
、
腰
痛
、
座
骨
神
経

痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
：
太
陽
☉
が
射
手
座
♐

※
出
生
時
刻
は
不
明
で
す

★
太
陽
☉
が
山
羊
座
♑
に
あ
る
人

　
　
（
12
・
22
～
1
・
19
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
慎
重
で
思
慮

深
く
、
真
面
目
で
責
任
感
の
強
い
性
格

で
す
。
社
会
的
な
面
で
の
野
心
も
強
く
、

行
動
は
鈍
い
ほ
う
で
す
が
、
目
的
に
向

か
っ
て
着
実
に
進
む
忍
耐
力
と
持
久
力

が
あ
り
、
晩
成
す
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
。

・
数
字
や
論
理
に
強
く
、
学
校
の
先
生

や（
数
）学
者
、
科
学
者
、
銀
行
家
に
な

る
人
も
多
い
ほ
う
で
し
ょ
う
。
時
間
や

時
計
に
関
し
て
も
関
心
は
高
く
、
計
画

性
が
あ
り
ま
す
。

・
内
気
で
お
と
な
し
く
て
、
独
り
で
居

る
の
を
好
む
反
面
、
淋
し
が
り
屋
で
も

あ
り
ま
す
。
保
守
的
で
秩
序
を
好
み
、

結
婚
後
は
誠
実
で
真
面
目
な
夫
や
妻
と

な
り
ま
す
。

・
優
れ
た
組
織
能
力
、
経
済
観
念
、
実

務
管
理
能
力
は
、
政
治
家
、
実
業
家
、

指
導
者
と
し
て
の
適
性
が
あ
り
ま
す
。

・
注
意
点
は
、
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、

人
生
を
楽
し
む
心
の
余
裕
を
持
ち
、
合

理
主
義
が
行
き
過
ぎ
て
利
己
主
義
に
陥

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
病
種
は
、
骨
、
歯
、
皮
膚
の
病
気
、

リ
ウ
マ
チ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

★
太
陽
☉
が
水
瓶
座
♒
に
あ
る
人

　
　
（
1
・
20
～
2
・
18
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
知
性
と
合
理

性
と
科
学
性
、
個
性
と
独
立
心
に
満
ち

た
人
道
主
義
者
で
す
。
自
由
な
発
想
力

と
独
創
力
、
改
革
力
、
科
学
的
推
理
力

に
恵
ま
れ
、
科
学
の
分
野
に
お
け
る
新

し
い
発
見
や
技
術
者
と
し
て
新
し
い
技

術
の
創
造
を
目
指
す
人
も
多
い
よ
う
で

す
。

・
既
成
の
秩
序
に
対
す
る
反
抗
意
識
や

反
権
力
精
神
は
旺
盛
で
、
社
会
改
革
を

目
指
す
グ
ル
ー
プ
活
動
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
カ
メ
ラ
マ
ン
に
な
る
人
の
割
合

が
比
較
的
多
い
で
し
ょ
う
。
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
働
く
と
、
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な

行
動
で
周
囲
の
顰
蹙
を
か
う
ケ
ー
ス
も

た
ま
に
あ
り
ま
す
。

・
自
分
と
同
様
、
他
人
の
個
性
を
尊
重

し
、
独
り
で
動
く
こ
と
も
好
き
で
す
が
、

友
達
を
大
事
に
し
、
ま
た
目
的
を
も
っ

た
場
合
連
帯
意
識
が
強
い
ほ
う
で
し
ょ

う
。
高
い
理
想
を
も
ち
、
そ
れ
を
社
会

に
実
現
し
よ
う
と
し
ま
す
。

・
ク
ー
ル
で
客
観
的
判
断
力
に
富
ん
で

い
て
、
み
か
け
は
協
調
的
で
す
が
、
す

ご
い
頑
固
さ
も
持
っ
て
お
り
ま
す
。

・
注
意
点
は
、
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、

物
事
の
改
革
に
は
段
階
が
あ
っ
て
、
大

き
な
努
力
と
時
間
が
必
要
な
こ
と
を
理

解
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

・
病
種
は
、
脚
、
リ
ン
パ
腺
、
循
環
器

の
病
気
、
精
神
不
安
定
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

★
太
陽
☉
が
魚
座
♓
に
あ
る
人

　
　
（
2
・
19
～
3
・
20
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
同
情
心
、
自

己
犠
牲
心
が
豊
か
で
、
世
話
好
き
な
性

格
で
す
。
環
境
に
対
す
る
順
応
性
は
抜

群
で
、
ま
っ
た
く
違
う
風
俗
習
慣
を
も

つ
土
地
や
外
国
に
行
っ
て
も
、
あ
ま
り

ス
ト
レ
ス
は
感
じ
な
い
で
同
化
し
て
い

き
ま
す
。

・
情
感
が
豊
か
で
夢
や
理
想
を
追
っ
て
、

非
現
実
的
な
考
え
を
も
つ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
柔
和
で
従
順
で
控
え
め
な
性
格

で
す
が
、
情
熱
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
、
偉

大
な
奉
仕
に
赴
く
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、

直
感
や
霊
感
が
強
く
、
文
学
、
音
楽
、

芸
術
、
芸
能
関
係
の
仕
事
に
就
く
人
の

割
合
も
多
い
ほ
う
で
し
ょ
う
。
占
い
好

き
な
方
も
多
い
星
座
で
す
。

・
世
知
に
は
長
け
て
い
て
、
仕
事
や
近

隣
の
つ
き
合
い
等
も
無
難
に
こ
な
し
、

世
渡
り
は
上
手
な
ほ
う
で
す
。

・
注
意
点
は
、
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、

自
主
性
と
現
実
認
識
力
を
出
来
る
だ
け

● �●



養
い
、
自
己
破
滅
的
な
誘
惑
や
変
わ
り

身
の
早
さ
で
人
々
の
信
頼
を
失
わ
な
い

よ
う
に
、
意
識
的
努
力
が
必
要
で
す
。

・
病
種
は
、
足
の
病
気
、
ア
ル
中
、
ド

ラ
ッ
グ
、
神
経
性
下
痢
、
情
緒
不
安
定

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

以
上
、
出
生
時
に
太
陽
が
あ
る
星
座

の
気
質
、
性
格
、
体
質
等
を
紹
介
致
し

ま
し
た
が
、
誕
生
日
が
各
星
座
の（　

）

内
の
期
間
の
始
め
と
終
わ
り
の
辺
り
の

方
は
、
星
座
の
境
目
な
の
で
、
年
に
よ

っ
て
1
～
2
日
ず
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
正
確
な
自
分
の
太
陽
星
座

を
知
る
に
は
、
出
生
時
刻
＋
出
生
地
も

含
め
た
正
確
な
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生

天
宮
図
）を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
分
の
気
質
、
性
格
、
体
質

が
、
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
内
容
と

か
な
り
違
う
と
感
じ
ら
れ
る
方
は
、
出

生
時
に
、
上
昇
宮
や
月
を
始
め
と
し
て
、

水
星
・
金
星
、
火
星
、
木
星
、
土
星
等

の
他
の
多
く
の
惑
星
達
が
、
太
陽
星
座

以
外
の
星
座
に
集
中
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
そ
の
星
座

の
気
質
、
性
格
、
体
質
の
説
明
の
方
が
、

自
分
に
合
っ
て
い
る
と
感
じ
る
で
し
ょ

う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
や
は
り
正
確

な
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
が
必
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
占
星
学
を
学
ぶ
に
際
し
て
、

太
陽
系
の
各
星
達
が
、
個
人
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
の
ど
の
パ
ー
ト
と
対
応
し
、

何
を
象
徴
す
る
か
に
関
し
ま
し
て
、
下

記
の
表
に
し
ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

「
支
配
星
座
」
は
そ
の
星
の
も
つ
特
徴

が
、
星
座
の
性
質
に
近
い
も
の
で
す
。

感
受
点
の
内
、「
上
昇
宮
」は
出
生
時

に
東
の
地
平
線
に
来
る
星
座
で
あ
り
、

「
南
中
」は
出
生
時
に
黄
道
上
の
1
番
ト

ッ
プ
に
来
る
星
座
→
天
空
の
ほ
ぼ
真
上

に
来
る
星
座
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
星
や
感
受
点
が
、
個
人

の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
様
々
な
側
面
を

重
な
り
な
が
ら
も
担
当
し
て
お
り
、
そ

の
星
達
が
入
る
各
星
座
の
色
付
け
を
さ

れ
る
こ
と
で
、
千
差
万
別
の
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
に
な
り
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
人
間
は
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
を
形
成
す
る
様
々
な
星
達
の
も

つ
気
質
、
性
格
、
体
質
の
複
合
体
で
あ

り
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
「
す
べ
て
の

人
間
は
多
重
人
格
で
あ
る
」
と
言
え
ま

す
。パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
も
う
一
つ
の
要
素
と
し
て
、
星

同
志
が
地
球
中
心
に
形
成
す
る
特
別
の

角
度
「
ア
ス
ペ
ク
ト
」
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
た
別
の
機
会
に
紹
介
致
し
ま
す
。

●� ●

太陽系の１０個の星と感受点

星 太陽 月 水星 金星 火星 木星
支配

星座
獅子座 蟹座 双子座

乙女座

牡牛座

天秤座
牡羊座 射手座

星のも
つ意味
と役割

象徴

気質・性格の核

生命エネルギー

指導力と自己表
現、父親、高位
者、権力者

感受性と情緒

対人折衝能力

環境適応力

記憶力、家庭と
家族、母親

知性の傾向

言語能力、機転、
二重性、兄弟

若い人、教師

マスコミ、秘書

愛情と楽しみの
傾向、優しさ

美的感性、人気
運、異性運、若
い女性、芸術家

情熱と闘いの傾
向、行動力、開
拓力、性衝動

運動能力、若い
男性、事業家

保護育成と慈悲
の傾向、発展の
方向、学術宗教
哲学、壮年期の
男性、成功者

星 土星 天王星 海王星 冥王星 上昇宮 南中

支配

星座
山羊座 水瓶座 魚座 蠍座

星のも
つ意味
と役割

象徴

抑制・束縛・秩
序の傾向、努力
と忍耐力、論理
的思考、年配者

学者、政治家

改革、突発的変
化、友情、個性
尊重、創造性

友人、科学者

改革者、占星家

直感力と奉仕の
傾向、情感と芸
術的才能、夢想

奉仕者、看護師

芸術家、音楽家

探求心と洞察力

大変動と再生

資産形成、要人

資産家、調査員

心理学、神秘家

外面的性格

行動パターン

容貌・容姿に影
響大、相性に影
響大、人生全般

仕事や社会的
立場、社会的興
味、自分で主体
的に動く職業⇒
天職



1）光球発生　
念球（光球）は、ノイズを遮断した暗缶内に、

意念の作用によって発生させた約1mm直径の
光球体である。内部には独立した自己発光性
の極小球の集合がある。この光球は約6.5Hz
の群パルス状に緩急を繰り返して移動するが、
その速度は生体内の諸流動（神経系を除く）速
度とほぼ同程度である。また発生した光球は
室内光の明るさ（強さ）よりは小であった。し
かし、ノイズとしての室内光や電磁破を混入
させた場合には7.8Hzに近づく傾向がある。

2）極初期段階
（1）生体内を流れる非可視の陰と陽の微細身素
粒子（サイ、気、プラナ）は、皮膚上のチャク
ラ（エネルギーセンター）を介して、体外に放
出されてオーラになり、「意識（霊）要素spin群」
が形成される。これは、体内を流れる陰と陽
の「気、サイ､ プラナ、微細身素粒子（チベッ
ト、東洋医学）」が太極状（巴型状）に組み合
わされたものを意味する。これらは生死、年
齢、男女、種族、等には関係が無い。（2）変性
意識状態（ASC）近くの撮影者の意念（オーラ）
と、外部空間に既存している「意識（霊）要素
spin群」が共振（同調）して、スピリットオーブ

（SOと略称）が形成される。つまり、オーブに
は共振するオーブ（SO）と共振しないオーブが
ある。（3）形成・出現したSOは、昆虫状（又は
菱形、球形、別報参照）で長さ、太さ、寸法を
変化（2～3倍）させながら移動する。（4）画像

分析ソフトを用いて解析すると、構成要素は
光色の発光体（Y、B、G、R）であり、相関性
が有る場合と無い場合が有り、独立して別々
に変化する（20～30%の差）。しかしグルー
プ（SO）としては約7.8Hzで明暗を繰り返す。

（6）地球磁場のN極並びに空間電磁場に影響
されるSOの動きがあるが、これは、「意念（霊）
要素spin群」の巴型双極子のベクトルの方向に
関係があるのだろうと判断している。

3）スピリットオーブの中身
（1）SOに対して白黒反転などの画像処理を施
したところ、主要なSOは多重多層構造の球
形状であり、光色の混合体（加算で白色）であ
る。また波動の高い部分は彩度が高い（生命力
大）等がわかった。さらに中心部付近に極僅か
なエアゾール（浮遊塵芥）などを含む場合があ
る事が判った。また、（2）それらのSOの背景
空間には､ 通常の写真画面では判断されにく
い雲状（又は平面状）のオーブ群とノイズ雲状
オーブ群が点在している。（3）オーブの中身を
見ると、陰（OH）と陽（H）のイオン対と電子が
混合したイオンボール群の中に巴型状の「意識

（霊）要素spin群」が加入して大球のスピリット
オーブ（SO）となり、SOを含む大球状イオン
ボールが撮影者の意識と共振・同調して写真
画面に映し出されるのであろう。SOの意識面
を担当するのは「意識（霊）要素spin群」であろ
う。

（以上）
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